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 舞い散る枯れ葉や冷たい風に、冬の訪れを感じるこの頃となりました。冷たい北風に負けず、毎日元気

に外に飛び出す子どもたち。子どもたちだけでおにごっこができるようになり楽しそうに走り回っています。１２月

は楽しみがいっぱいでワクワクする季節、子どもたちと一緒に楽しみながらあそぼう会や行事も進めていこうと

思っています。健康にも十分気をつけて保育をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぱんだぐみだより 

 

葉っぱのスタンプ 

落葉をたくさん拾ってきて、それに絵の具をつけて画用紙に押しました。黄色、赤、オレンジ色の絵の具

を用意したのですが、それぞれの色を１枚の葉っぱの上でまぜて色をおいて、とてもきれいな紅葉のよ

うにしている子もいました。葉っぱの形にこだわりながらイチョウの葉だけでおし続ける子、いろんな葉っ

ぱを使ってみる子、「もっとやる！」と予想以上にいろんな形や色を楽しんでいました。「花火にするの」

とスタンプのイメージを持って押していた子もいました。今年の紅葉は温暖化のせいか今一つですが、

子どもたちの作品はとてもきれいにできあがっていました。 

今月のうた♬ 

「さんたは いまごろ」 

 １ さんたは いまごろ なにしてる 

   まっかな ようふく おせんたく 

  ※しゃん しゃん しゃらら 

   しゃん しゃん しゃらら 

   しゃん しゃん しゃら 

   しゃん しゃん しゃら 

   しゃん しゃん しゃららら 

 ２ さんたは いまごろ なにしてる 

   おおきな ふくろを つくってる 

  ※くりかえし 

 ３ さんたは いまごろ なにしてる 

   みんなに あうひを まっている  

  ※3 かいくりかえし 

 いもむし 

さなぎになったいもむしが、とうとう脱皮し、殻

からでてきました。「なんでふたつになった

の？」と、さなぎの皮をぬいで出てきたことがな

かなか理解できなかったようでしたが、殻がか

らっぽなところを見せたら「ここにいたの？」と不

思議そうにみていました。ところが、すずめ蛾だ

ったのですが羽化に失敗して羽が背中にくっつ

いてしまい、広がらずそのまま枝にしがみつい

て生きていました。「足、こうなっているね」「ご

はんどうするの」「羽が広げられないから食べに

いけないねえ」と子どもたち。３日ほどで死んで

しまいました。今度は「死んだから土に埋める

んだよね」と２度目の生死に触れたぱんだ組で

した。 


